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施策・事業名 平成 21年度
目標 ( 値）

18年度まで
の実施状況 評価結果 計画の修正

町
の
主
な
新
規
・
重
点
事
業

思 春 期 体 験 学 習
（中学生の赤ちゃん抱っこ体験）

17 年度検討
18年度実施

押原中学校１
年生の授業と
して実施

　押原中学校と合同で、１年生全員に命の学習や
赤ちゃん抱っこ体験学習を授業としてできたこと
から、予想以上の成果が得られた。（１授業 90分：
１年生４クラス、全 152名受講）
　実施後、生徒全員に行ったアンケートでは、「赤
ちゃん抱っこ体験に参加して良かったと思います
か」の問いに全員が「良った」と答えている。また、
自由記載欄には、家族への感謝の気持ちや自分が
生まれてきた事への喜びなどの想いが多く綴られ
ており、終了後も生徒間での会話等で広がりをみ
せている。

平成 18年度
同様に実施

両親学級
（パパママ学級）

年６回実施
18年度
実施状況
年３回

　３回の教室に 22 組（44 人）の夫婦
が参加した。
　先輩ママとの交流での話し合いや赤
ちゃん抱っこ体験は好評で、父親の妊婦
疑似体験では「妻の大変さがわかった」
と話す夫が多い。19 年度は回数を増や
して、より多くの参加を呼びかける。

計画通り推進

おめでとうコール
（ 子 育 て 電 話 相 談 ）

相談実施率
100％

18年度
実施率
81.4％

　対象者（出産後１ヵ月前後の母親）183
人に対し、相談が実施できたのは 149人
（81.4％）であった。
　電話の中で、心配事があり、より具体的な
相談に結びついた方が 92人（61.7％）おり、
高い相談率となっている。
　電話が通じなかった方へは、通知などを検
討していく。

計画通り推進

教育環境の整備

○押原中学校：
　耐震補強・
　大規模改造
　( 及び増築 )
　工事
○西条小学校
　増築及び大　
　規模改造工事

 計画通りに
 進行中

平成１９年度は
○押原中学校：外構工事（19年度中完成予定）
○西条小学校：大規模改造及び外構工事（19年度
　中完成予定）
　教室の増加、オープンスペース、特別教室等の
　整備がされ、環境に配慮した自然エネルギー利
　用の施設となる。また、外構では、セキュリティ
　の強化とビオトープの検討を実施。

計画通り推進

安心・安全まちづくり事業
17 年度から
21年度まで
継続実施

実施

　昨年度、重点的な取り組みがされたた
めか、今年度は地域からの要望もほとん
ど上がってこなかった。
　平成 18年度は、各小中学校へ防犯用
品の配布ほか、子ども 110番の家の看
板作成、公用車の「防犯パトロール」ス
テッカーの作成を行った。

登下校時の子
どもの安全確
保等も含め継
続実施

紙漉阿原沼公園整備事業 18 年度設計
19年度着工

 18 年度
 実施設計が
 ほぼ終了

　行動計画の中での「子どもが自然と触
れ合える体験型の公園」という視点が十
分に盛り込まれた設計になっている。
　また、役場庁内ワーキンググループ及
び地元住民で構成する推進委員会での検
討を行っている。
　19年度工事着工、年度内完成予定。

計画通り推進

ファミリー向け住宅の建設

17 年度設計
18年度着工

～
21年度まで
段階的に工事

Ⅰ期工事の建
設開始
18 年度末出
来高 19.5％

　計画通りに進行している。　
　19 年度はⅠ期工事分の完成（６階建
て、１DK～３DK ５1 戸）とⅡ期工事
の実施設計に着手する。
　新規入居者の募集は平成 21 年度に
入ってからとなる見込み。

計画通り推進

　　町では計画策定に引き続き、住民代表や学識経験者、関係機関等で構成する「次世代育成支援対策推進協議会」
　 ３月５日に行った推進協議会での検討に基づき、計画の中から「主な新規・重点事業」について、平成 18年度

計 策定 引き続き 住 代表 学識経験者 関係機関等 構成す 「次世代

　の進捗状況をお知らせします！

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

援
助
会
員
さ
ん
お
宅
の
庭
で
。

お
ば
ち
ゃ
ん
に
花
の
髪
飾
り

を
し
て
も
ら
っ
た
よ
！

思
春
期
体
験
学
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（
赤
ち
ゃ

ん
抱
っ
こ
体
験
）
の
様
子
。

自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま

す
。「
こ
れ
ま
で
大
切
に
育

て
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し

た
い
」・
・
・
そ
ん
な
感
想

が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　 　

　 　



施策・事業名 平成 21年度
目標 ( 値）

18年度までの
実施状況 評価結果 計画の修正

特
定
事
業

つどいの広場事業
　主に乳幼児（０～３歳）を持つ子育て
中の親子が、気軽に集い、子育て親子の
交流や子育ての悩み・相談に応じる事業
です。

４ヵ所 １ヵ所
（児童センター）

　児童センターの開設に伴い、これまで３つの児
童館ではできなかった、乳幼児の午後の利用が可
能になり、乳幼児親子の利用者も 5,248 人（１ヵ
月平均 524 人）の利用があった。また利用者は町
内全域から集まっている。他の３つの児童館でも、
国の実施要件には一致しないが、午前中のみ「つ
どいの広場」に相当する事業を実施しており、、現
状では４ヵ所でつどいの広場的事業を行えている
ことから、目標値を現状の１ヵ所に修正する。

21年度
目標値を
１ヵ所に修正

育児支援家庭訪問事業
　育児ストレスや産後うつ病などにより
子育てに不安や孤立感を抱いている家庭
や子どもの心身の発達に不安がある家庭
などを保健師、助産師などが訪問し、相
談援助を行う事業です。

訪問実施率
100％

18年度
実施状況
52.5％

　連絡はとれても、訪問が成立しないこ
とも多い。
　訪問できない対象者には、電話や乳児
健診等を利用し相談に応じていく。

計画通り推進

ファミリーサポートセンター事業
　地域の中で、子どもの預かり等の援助
を受けたい方と、援助ができる方とを会
員組織とし、子どもの一時預かりや送迎
などの援助を行う活動です。

会員数
100名

18年度末
会員数
238人

　平成 17 年 12 月の開所以来、確実に
会員数を増やしている。
　また延べ援助件数も 564 件と、地域
に必要とされている事業であることが解
る。

21年度会員
目標数を
300人に修正

延長保育促進事業
　就労形態の多様化に対応するため、保
育士配置の充実を行い、民間保育所の
11 時間の開所時間の前後にさらに 30
分以上の延長保育を実施する事業です。

実施園５ヵ所
　　→６ヵ所
１時間延長１園
      →３園
１時間半延長１園
　　→２園

目標値と同様
　延長保育を町内６保育所全てで行う様
になり、受け皿が広がったと同時に、保
育時間も延長される様になっている。

計画通り推進

町
の
主
な
新
規
・
重
点
事
業

子 育 て 支 援 に 関 す る
総合情報ホームページの作成

18 年度実施  平成 18年 12月
 公開開始

　「しょうわ子育てねっと」として、町のホー
ムページ上に開設。子育てに関する情報が一
つに集約され、検索機能により、必要な情報
を探しやすくなった。
　住民のニーズに、より近い情報発信ができ
る様、住民による企画や情報収集ができると
よい。
　お知らせや紹介だけでなく、子育てに関す
るメッセージの発信もできるとよい。

計画通り推進

保育料の見直し（適正化）

平成 18 年度か
ら 5 ヵ年計画
で段階的に国の
基準額に対し、
公平な保育料を
設定する。

計画通り実施

　実施１年目にあたり、保育料見直しに
ついての説明会を実施。国の基準に対し
ての「公平性」が見直しの大きな理由で
あることから、保護者の理解が得られや
すかったと思われる。特別な混乱もなく、
計画通りにスタートできた。

計画通り推進

保育所入所定員の増加
定員数
600人

（計画時定員
450人）

18年度末
450人→ 480人
19 年度
510 人

　町内の保育所の入園希望者は毎年、年
度当初で定員一杯の状況が続いており、
定員増は大きな課題であったが、町内保
育所（私立）の協力により 19年度には
60人の定員増が図れることになった。
　しかし、それでもなお余裕のない状況
で、転入児童等の受け入れは困難なため、
引き続き定員 600人を目標に進める。

計画通り推進

幼稚園就園奨励費の拡大

平成 18 年度
から３ヵ年計
画で段階的に
国の基準額と
同等に引き上
げる。

計画通り実施

平成 18年度幼稚園通園児童数：202名
　　     就園奨励費該当児童数：135名  
　　　　　　    　　　　　　（66.8％）
　該当児童数は、所得税の基準が変わら
ないためほとんど変わらないが、該当者
はこれまでより、最高３万円までの増額
となっている。

計画通り推進

児 童 セ ン タ ー の 設 置
留守家庭児童学級の定員増加

定員数
180人

（計画時定員
150人）

定員 180人

　児童センターゆめてらすを平成 18年
４月６日に開設し、児童センター内の
留守家庭児童学級 30人分の定員増がで
きた。一方、希望児童が特に西条地区に
多くなっている傾向があり、児童の受け
入れ先に柔軟性を持たせた検討が必要に
なっている。

目標値達成

平成 17年３月に策定した「昭和町次世代育成支援地域行動計画」も今年度、計画実践３年目に入りました。　　
を設置し、毎年度ごとに、実施状況を点検・評価し、翌年度以降の施策実施に反映することとしています。　　 
までの実施状況と、評価結果についてお知らせいたします。

策定 た「 和 次世代育成支援地域行動計 」も今年度 計 実践 年 入 た

昭和町次世代育成支援地域行動計画　　
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3
月
20
日
、
6
年
生
62
名
が
、「
飛

び
立
て
！
飛
行
船
62
人
の
未
来
を
の
せ

て
」
の

テ
ー
マ

の
も
と
、

小
学
校

生
活
六

年
間
の

思
い
出

と
中
学

校
生
活

へ
の
希

望
を
胸

に
、
母
校

押
原
小

学
校
を

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

学
年
で
ま
と
ま
り
つ
つ
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
も
十
分
に
発
揮
し
た
卒
業

生
。「
か
が
や
く
未
来
」
に
向
か
っ
て
、

ま
っ
す
ぐ
に
進
ん
で
い
っ
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

3
月
29
日
の
離
任
式
で
は
、
3
名
の

先
生
方
と
お
別
れ
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
各
先
生
方
の
今
後
の
ご
活
躍
を

心
か
ら
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

4
月
、
平
成
19
年
度
の
幕
開
け
と
と

も
に
、
5
名
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
、

28
名
の
職
員
構
成
の
も
と
、
新
し
い
出

発
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
気
持
ち
で
の
押
原
教
育
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。　

　

4
月
5
日
、
入
学
式
。
⻆
野
町
長
様

を
始
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席

い
た
だ
き
な
が
ら
、
58
名
の
一
年
生
を

迎
え
、
３
１
１
名
の
全
校
児
童
が
、
新

し
い
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

高
野
校
長
先
生
の
式
辞
で
は
、
新
一

年
生
に
向
け
て
「
あ
い
さ
つ
、
な
か
よ

し
、よ
く
話
を
聞
く
」
等
の
話
が
あ
り
、

入
学
生
は
一
生
懸
命
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

本
年
も
「
仲
間
と
と
も
に
た
く
ま
し

く
、
明
日
を
生
き
抜
く
力
を
持
つ
子
ど

も
」
の
育
成
を
目
指
し
な
が
ら
、基
礎
・

基
本
の
力
を
大
切
に
し
、
豊
か
な
心
や

た
く
ま
し
さ
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
学
校
と
家
庭
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
押
原
小
学
校
と
な
り
ま
す
よ

う
、
今
後

と
も
ご

支
援
、
ご

協
力
を

よ
ろ
し

く
お
願

い
い
た

し
ま
す
。

　

桜
が
満
開
の
4
月
5
日
（
木
）、
新

入
学
児
を
迎
え
て
の
第
24
回 

西
条
小

学
校
の
入
学
式
。

　

今
年
の
一
年
生
は
、
開
校
以
来
初
め

て
の
4
学
級
の
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
の
少
な
さ
が
ど
こ
の
学
校
で
も
懸

念
さ
れ
て
い
る
の
に
反
し
て
、
ま
さ
に
伸

び
ゆ
く
昭
和
町
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
の
手
拍
子
に
合
わ
せ
て
、
歩

幅
は
小
さ
く
と
も
、
流
れ
を
遡
さ
か
の
ぼる
若
鮎

の
よ
う
に
、
快
活
で
弾
む
様
な
入
場
す

る
姿
に
、
会
場
全
体
が
喜
び
を
分
か
ち

合
い
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
に
名
前
を

呼
ば
れ
た
新
入
学
児
童
一
人
ひ
と
り
の

「
ハ
イ
」
と
い
う
声
が
、
体
育
館
に
響
く

た
び
、
こ
の
子
ら
の
健
や
か
な
成
長
を

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
る
が
ま
ま
の
子
ど
も
た
ち
の
全
て

を
受
け
入
れ
て
、
か
し
こ
く
、
心
豊
か

に
、
た

く
ま
し

く
育
て

て
ゆ
く

と
い
う

校
長
先

生
の
お

話
、
地

域
や
行

政
が
豊

か

な

教
育
を

責
任
持

っ
て
行

っ
て
い

く
と
い

う
教
育

長
さ
ん

や
議
員

さ
ん
や

Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
さ

ん
の
お
話
、
少
し
長
い
時
間
で
し
た

が
、
一
年
生
は
し
っ
か
り
と
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
在
校
生
を
代

表
し
て
式
に
参
加
し
た
六
年
生
に
よ
る

手
作
り
の
学
校
生
活
の
紹
介
で
は
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
小
学
校
生
活
を
、
実
際

の
演
技
を
加
え
て
、
表
現
し
ま
し
た
。

毎
日
の
集
団
登
校
や
、
お
い
し
い
給
食

の
様
子
、
縄
跳
び
名
人
、
夏
の
プ
ー
ル
、

実
演
を
通
し
て
の
学
校
紹
介
に
は
将
来

の
自
分
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
る
様
な
ま

な
ざ
し
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
新
入

学
児
童
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
の
方
々

に
と
っ
て
も
、
学
校
生
活
の
一
コ
マ

が
ご
理
解
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

会
場
の
広
さ
の
関
係
で
、
多
く
の

方
々
を
お
招
き
で
き
な
か
っ
た
こ
と

は
、
残
念
で
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ま

に
は
、
今
後
と
も
西
条
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
温
か
く
見
守
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
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